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■歯と口の健康週間
■プレコンセプションケア健診費用助成
■不妊治療費助成

　４月 28 日にまつざきこども園で
行われたこいのぼり運動会。園児た
ちは、青空を泳ぐこいのぼりに負け
ないくらい元気いっぱいに園庭を駆
け回りました。（関連記事は 15 ページ）



　
仕
事
や
家
事
な
ど
で
忙
し
い
日
々
の
中
、
後
回
し

に
な
り
が
ち
な
歯
科
健
診
・
検
診
。
し
か
し
、
近
年

の
研
究
で
は
、
口
の
健
康
状
態
が
、
全
身
の
健
康
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
を
機
に
、
毎
日
の
口
の

手
入
れ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。ど

歯
科
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校

　
町
で
は
、
乳
幼
児
健
診
で
フ
ッ

素
塗
布
、
こ
ど
も
園
と
小
・
中
学

校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
っ
て

い
ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
永

久
歯
の
む
し
歯
予
防
に
優
れ
た
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
グ
ラ
フ
は
、
小
学
生
・

中
学
生
の
む
し
歯
に
関
す
る
デ
ー

タ
で
す
。
多
少
の
増
減
は
あ
る
も

の
の
、
フ
ッ
化
物
洗
口
な
ど
の
実

施
に
よ
り
、
む
し
歯
罹り

か
ん患
率
と
Ｄ

Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
※
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

毎
年
６
月
４
日
～
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
に

成
人
期
・
高
齢
期
の

　
　
　
　
む
し
歯
・
歯
周
病
予
防

　

こ
の
時
期
は
、
自
分
で
は
落
と

し
き
れ
な
い
歯
垢
や
歯
石
が
付
着

し
て
い
る
人
が
多
く
な
り
、
む
し

歯
や
歯
周
病
の
発
生
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
特
に
歯
周
病
は
、
将

来
、
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

口
の
健
康
を
保
つ
秘ひ

け
つ訣
は
、
歯

科
医
院
で
の
専
門
的
な
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
定
期
健
診
・
検
診
を
受
け

る
こ
と
で
す
。
年
に
１
回
は
歯
科

医
院
へ
足
を
運
び
、
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
つ

こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
期
か
ら
の
む
し
歯
予
防

■
乳
幼
児
期

　
乳
歯
は
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
乳
歯
が
む
し
歯

に
な
る
と
食
べ
物
が
う
ま
く
か
め

な
か
っ
た
り
、
飲
み
込
め
な
か
っ

た
り
す
る
ほ
か
、
発
音
に
も
影
響

を
与
え
ま
す
。
永
久
歯
の
歯
並
び

に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

歯
磨
き
を
習
慣
化
す
る
た
め
、

乳
歯
が
生
え
始
め
た
ら
、
ガ
ー
ゼ

や
コ
ッ
ト
ン
を
使
っ
て
口
の
手
入

れ
の
練
習
を
始
め
て
、
大
人
が
仕

上
げ
磨
き
を
毎
日
し
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
健
診
で
は
、
歯
科
衛

生
士
が
仕
上
げ
磨
き
の
方
法
な

～「健」診と「検」診の違い～

健診：�健康状態を調べます。

検診：�特定の病気の早期発見を行い
　　    ます。
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出��典：【町】学校歯科検診、【全国】学校保健統計調査

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
で
ケ
ガ
防
止
！

～
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
か
ら
大
切
な

　
　
歯
や
口
を
守
り
ま
し
ょ
う
～

　

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
は
、
ス
ポ
ー
ツ

中
に
起
こ
る
歯
や
口
の
け
が
、
脳

振
と
う
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
具
で

す
。
強
い
衝
撃
か
ら
歯
を
守
る
た

め
に
高
性
能
な
衝
撃
吸
収
素
材
で

で
き
て
お
り
、
上
顎
に
装
着
す
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
失
う
歯
は
上
顎
の

前
歯
が
最
も
多
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
失
っ
て
し
ま
う
と
、
食
べ
る
・

話
す
・
表
情
を
作
る
な
ど
の
面
で
、

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま

す
。
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
作
製
を
希

望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町：H30 0.31 本→ R7 0.22 本
（-0.09 本）町：H28 54.3％→ R7 34.4％

　（-19.9％）

●中学生DMFT指数

※DMFT とは「１人当たりのむし歯（Ｄ）、むし歯
で抜いた歯（Ｍ）、むし歯で修復した歯（Ｆ）」の歯
（Ｔ）の合計で、集団のむし歯経験を表す指数です。
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無
料
で
歯
科
健
診
・
検
診
を
受

け
ら
れ
る
対
象
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
ふ
し
め
歯
科
検
診
】

　

む
し
歯
の
有
無
、
治
療
済
み
の

歯
や
歯
茎
な
ど
の
確
認
だ
け
で
な

く
、
歯
磨
き
指
導
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■�

対
象
者
　
20
・
25
・
30
・
35
・

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
の
人
（
令
和
９
年
３
月
31

日
時
点
）

■�

無
料
受
診
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～
令
和
９
年

２
月
27
日
（
土
）

※
期
間
外
の
受
診
は
、
２
６
７
０

円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
妊
婦
歯
科
健
診
】

　

妊
娠
す
る
と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
で
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
が
進
行
す
る
と
赤

ち
ゃ
ん
に
も
影
響
し
、
早
産
や
低

出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
毎
日
の
手
入
れ
と
と
も
に
、

妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　
妊
娠
し
て
い
る
人

■�

無
料
受
診
期
間
　
出
産
ま
で

（
つ
わ
り
が
お
さ
ま
る
妊
娠
４
～

７
カ
月
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
）

【
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
】

　

歯
や
歯
肉
の
検
査
だ
け
で
な

く
、
か
む
力
、
舌
の
動
き
、
飲
み

込
む
力
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
の

で
、
総
義
歯
の
人
も
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■�

対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
（
75
歳

以
上
の
人
、
65
～
74
歳
で
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
人
）

■�

無
料
受
診
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～
令
和
９
年

１
月
30
日
（
土
）

※
希
望
さ
れ
る
人
は
、
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
℡
３
２ｰ

１
０
９
５
）
ま
た
は
役
場
健
康
推

進
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

各
種
歯
科
保
健
事
業
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

▼
乳
幼
児
期
、
こ
ど
も
園
＝
役

場
子
育
て
支
援
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
１
、５
３
２
２
）
▼
小
・

中
学
校
＝
町
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
４
）
▼

成
人
、
高
齢
期
＝
役
場
健
康
推
進

課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
粉
の

　
　
　
　
　
正
し
い
使
用
方
法
！

　

毎
日
、
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
粉

を
使
用
し
て
い
て
も
、
や
り
方
ひ

と
つ
で
そ
の
効
果
は
半
減
し
ま

す
。
今
回
は
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き

粉
の
上
手
な
使
い
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
に
効
果
的
と
言
わ

れ
て
い
る
の
が
、
毎
食
後
に
２
回

磨
く
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
、

就
寝
前
が
よ
り
効
果
的
で
、
１
回

目
は
丁
寧
に
歯
磨
き
し
、
水
で
よ

く
す
す
ぎ
ま
す
。
２
回
目
は
年
齢

に
応
じ
た
歯
磨
き
粉
の
量
を
歯
面

全
体
に
塗
り
、
少
量
の
水
（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
２
～
３
杯
分
、

10
～
15
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
で
う
が

い
し
ま
す
。

年齢 使用量 使用方法

歯が生えてから２歳 米粒程度
(１～２mm)

歯磨き粉をごく少量使用する。歯磨きの後にティッ
シュなどで歯磨き粉を軽く拭き取ってもよい。

３歳～５歳 グリーンピース
程度 (５mm)

歯磨きの後は、歯磨き粉を軽く吐き出す。
うがいをする場合は少量の水で１回のみとする。

６歳～高齢者 歯ブラシ全体
(1.5cm～２cm)

▼歯磨きの後は、歯磨き粉を軽く吐き出す。
　うがいをする場合は少量の水で１回のみとする。
▼�チタン製歯科材料（インプラントなど）が使用されていても、
自分の歯がある場合はフッ化物配合歯磨き粉を使用する。

●年齢別歯磨き粉使用量の目安

出典：「う蝕
しょく

予防のためのフッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法」2023、日
本口

こうくう

腔衛生学会、日本小児歯科学会、日本歯科保存学会、日本老年歯科医学会
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※各対象年齢は令和９年３月31日時点での年齢です。

　
町
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
対
象
者
全
員
に
受
診
券
を
発
送
し
ま
し
た
。

ご
自
身
が
受
診
で
き
る
も
の
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
町
の
受
診
券
を
使
用
し
、

健
康
診
査・が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、次
の
受
診
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
受
診
方
法

【
町
内
巡
回
健
診

　（
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
）】

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
日

程
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
『
湯

梨
浜
町
健
診
の
手
引
き
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
国
保
ド
ッ
ク
・
長
寿
ド
ッ
ク
検
診
】

　

役
場
健
康
推
進
課
ま
た
は
、
東

郷
・
泊
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

対
象
者
は
令
和
９
年
３
月
31
日

時
点
で
の
年
齢
が
次
の
人
で
す
。

▼
国
保
ド
ッ
ク
＝
40
歳
～
75
歳

　

た
だ
し
、
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
時
点
で
対
象
か
ら
外
れ

ま
す
。

▼
長
寿
ド
ッ
ク
＝
77
歳

※
集
団
健
診
お
よ
び
個
別
（
医
療

機
関
）
健
診
で
の
重
複
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
診
期
間
は
６
月
１
日
（
月
）
～
令
和
９
年
２
月
28
日
（
日
）

受
け
よ
う
健
診
、
確
か
め
よ
う
健
康

健診・検診の種類 無料年齢
健康診査 41 歳
子宮がん検診 31・41 歳

肺がん・胃がん・大腸がん検診、
肝炎ウイルス検査

41 歳（大腸がんは 46・
51・56・61 歳も無料）

乳がん検診 41・51 歳

●無料年齢
　健康診査・各種がん検診の無料年齢は次のとおりです。
この機会にぜひ受診しましょう。

　
『
湯
梨
浜
町
健
診
の
手
引
き
』・

『
町
内
集
団
健
診
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
は
『
広
報
ゆ
り

は
ま
３
月
号
』
と
一
緒
に
配
布
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
湯
梨
浜
町　

健
診
」
と
検
索
）

で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

●町内集団健診・個別（医療機関）健診を受ける人の予約方法

▼役場健康推進課（℡ 35-5375）
　に電話で予約
▼役場健康推進課窓口で予約
▼�右記二次元コードから
　健診予約システムで予約
　（24 時間受付）

予約をする 予約をする

②個別（医療機関）健診

▼医療機関に電話で予約
（対象医療機関は『湯梨浜町健
診の手引き』を参照）
※三朝温泉病院での肝炎ウイ
ルス検査が可能になりました。

①集団健診

受診方法を選択する
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こ
ん
な
症
状
は

　
　
　
　「
熱
中
症
」の
サ
イ
ン
！

　

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

【
自
分
で
気
づ
く
サ
イ
ン
】

　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
頭
痛
、

吐
き
気
、筋
肉
痛
、足
が
つ
る
（
こ

む
ら
返
り
）、
体
が
だ
る
い

【
周
り
が
気
づ
く
サ
イ
ン
】

　

顔
の
ほ
て
り
、
大
量
の
汗
ま
た

は
汗
が
止
ま
る
、
ふ
ら
つ
き
、
生

あ
く
び
、
呼
び
か
け
へ
の
反
応
が

鈍
い

今
日
か
ら
始
め
る

　「
熱
中
症
対
策
」
四
つ
の
習
慣

①
「
喉
が
か
わ
く
前
」
に
水
分
補
給

　

喉
の
か
わ
き
を
感
じ
た
と
き

は
、
す
で
に
脱
水
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
起
床
時
、
食
事
時
、
入
浴

前
後
な
ど
時
間
を
決
め
て
、
コ
ッ

プ
１
杯
の
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

高
齢
の
人
や
子
ど
も
は
、
か
わ
き

を
感
じ
に
く
い
の
で
、
周
囲
が
積

極
的
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
「
塩
分
」
も
忘
れ
ず
に

　

大
量
に
汗
を
か
い
た
と
き
は
、

水
だ
け
で
な
く
、
経
口
補
水
液
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
塩
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

持
病
で
食
事
制
限
な
ど
が
あ

る
人
は
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

③�

エ
ア
コ
ン
を
「
試
運
転
」
し
て

活
用
す
る

　

本
格
的
な
夏
が
来
る
前
に
、
エ

ア
コ
ン
が
正
常
に
動
く
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
を
我
慢
せ

ず
、
扇
風
機
と
併
用
し
て
室
内
の

温
度
を
適
切
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

本
格
的
な
夏
が
来
る
前
で
も
、
急

に
暑
く
な
っ
た
日
こ
そ
エ
ア
コ

ン
を
つ
け
、
低
め
の
設
定
温
度
で

体
を
守
り
、
数
日
か
け
て
徐
々
に

体
を
暑
さ
に
慣
ら
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

④
夏
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

▼
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

　

食
事
は
水
分
と
塩
分
の
貴
重

な
補
給
源
で
す
。

▼
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る

　

寝
不
足
は
熱
中
症
の
大
き
な

今
日
か
ら
始
め
る
熱
中
症
対
策

　
ま
だ
本
格
的
な
夏
前
だ
か
ら
と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
梅
雨
の
合
間
や
、

急
に
気
温
が
上
が
っ
た
日
は
、
体
が
暑
さ
に
対
応
で
き
ず
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
急

上
昇
し
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、自
分
と
周
り
の
人
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】　
役場健康推進課
（℡ 35-5375）

要
因
に
な
り
ま
す
。

▼
汗
を
か
く
習
慣
を

　

１
日
30
分
程
度
の
散
歩
や
入
浴

で
、
少
し
ず
つ
体
を
暑
さ
に
慣
れ

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

も
し
「
熱
中
症
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
っ
た
ら

①
涼
し
い
場
所
へ

　

風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
エ
ア

コ
ン
の
効
い
た
室
内
へ
移
動
。

②
体
を
冷
や
す

　

衣
類
を
緩
め
、
太
い
血
管
が
あ

る
「
首
の
横
・
脇
の
下
・
太
も
も

の
付
け
根
」
を
冷
や
し
ま
す
。

③
水
分
補
給

　

自
力
で
飲
め
る
場
合
は
、
水
分

と
塩
分
を
補
給
し
ま
す
。

④
１
人
に
し
な
い

　

様
子
を
見
守
る
際
は
必
ず
誰
か

が
付
き
添
い
、
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
が
暑
さ
に
慣
れ
る
前
が
特
に
危
な
い
！
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赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
り
た
い

　
　
　
　
ご
夫
婦
を
応
援
し
ま
す

■
助
成
対
象

　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す

る
人

▼�

戸
籍
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
ま
た
は
事
実
婚
関
係
に
あ

る
夫
婦
で
、
特
定
不
妊
治
療

な
ど
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ

て
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な

い
か
、
極
め
て
少
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
人

▼�

申
請
時
に
お
い
て
、
夫
婦
の
い

ず
れ
か
が
１
年
以
上
町
内
に
住

所
を
有
す
る
人

▼�

医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
基
づ

く
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
あ
る
人

▼�

人
工
授
精
に
よ
る
不
妊
治
療
の

場
合
、
産
婦
人
科
ま
た
は
泌
尿

器
科
を
掲
げ
る
医
療
機
関
で
治

療
を
受
け
た
人

■
助
成
額
お
よ
び
回
数

　

保
険
適
用
の
有
無
を
問
わ
ず
、

治
療
の
対
象
経
費
を
次
の
と
お
り

助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
は
、
県
か
ら
の
助
成
、

高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
な
ど

そ
の
他
健
康
保
険
な
ど
を
除
い
た

額
を
助
成
し
ま
す
。

【
特
定
不
妊
治
療
】

▼
採
卵
を
伴
う
治
療

　

１
回
目
＝
上
限
15
万
円
、
２
回

目
以
降
＝
上
限
10
万
円
（
回
数
制

限
な
し
）

▼
採
卵
を
伴
わ
な
い
治
療

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

　

治
療
１
回
に
つ
き
上
限
５
万
円

（
回
数
制
限
な
し
）

※
特
定
不
妊
治
療
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
は
、
妻
の
年
齢
が
43
歳
到

達
後
は
助
成
回
数
３
回
ま
で
を
助

成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
８
年
度
以
降
に
終
了
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
年
齢
に
よ
る
回
数
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
人
工
授
精
】

　

１
年
度
に
つ
き
上
限
２
万
円

（
通
算
２
年
度
ま
で
）

■
申
請
方
法

　
次
の
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
書
兼
請
求
書
ま
た
は
人
工

受
精
費
助
成
金
交
付
申
請
書
兼

請
求
書

②�

特
定
不
妊
治
療
受
診
証
明
書
ま

た
は
人
工
授
精
受
診
証
明
書

（
治
療
を
行
っ
た
医
療
機
関
が

記
入
）

③�

夫
お
よ
び
妻
の
住
所
を
確
認
で

き
る
書
類

④�

夫
お
よ
び
妻
の
医
療
保
険
証
の

写
し

⑤�

医
療
機
関
が
発
行
し
た
不
妊
治

療
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
の

写
し

⑥�

通
帳
の
写
し
な
ど
の
振
込
口
座
名

義
と
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類

※
③
で
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
婚
姻
関
係
が

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
限

　

治
療
が
終
了
し
た
年
度
の
３
月

31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
治
療
の
終
了
が
２

　
町
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
特
定
不
妊
治
療・人
工
授
精
に
要
す
る
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
場

合
は
、
翌
年
度
の
６
月
30
日
ま
で

申
請
可
能
で
す
。

■
不
妊
検
査
費
助
成

　

県
で
は
不
妊
治
療
費
助
成
の
ほ

か
、
不
妊
検
査
費
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
中

部
総
合
事
務
所
倉
吉
保
健
所
健
康

支
援
総
務
課
健
康
長
寿
担
当
（
℡

２
３ｰ

３
１
４
３
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
妊
治
療
や
、
助
成
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
不
妊
治
療
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
子
育
て
支
援

課
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
役

場
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
２
）
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「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
健
診
」
を

　
　
　
　
　
　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
と

は
、
今
の
自
分
・
将
来
の
自
分
だ

け
で
な
く
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
の
健
康
に
つ
な
が
る
大
事
な
ケ

ア
で
す
。
ま
ず
は
、
今
の
自
分

の
体
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

■�

対
象
者　

町
内
に
住
所
が
あ

り
、
令
和
８
年
度
中
に
20
～
39

歳
に
な
る
人
（
過
去
に
受
診
し

た
人
は
対
象
外
）

■�

助
成
費
用
上
限
　
男
性
＝
１
万

３
千
円
、
女
性
＝
３
万
円

■
助
成
期
間

　

令
和
９
年
２
月
末
ま
で

■�

検
査
項
目　
▼
男
女
共
通
＝
基

礎
検
査
（
身
長
、
体
重
、
肥
満

度
、
血
圧
）、
血
液
検
査
、
尿

検
査
▼
男
性
＝
精
液
検
査
▼
女

性
＝
血
液
検
査
（
貧
血
、排
卵
・

卵
巣
機
能
な
ど
に
関
す
る
ホ
ル

モ
ン
、
甲
状
腺
機
能
）

■
受
診
方
法

　

６
月
に
対
象
者
へ
受
診
方
法
に

つ
い
て
通
知
し
ま
す
。

①�

申
し
込
み
…
役
場
子
育
て
支
援

課
に
受
診
申
し
込
み

②�

電
話
予
約
…
希
望
医
療
機
関
に

個
人
で
直
接
電
話
予
約

※
受
診
で
き
る
医
療

機
関
は
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

③�

受
診
…
予
約
を
し
た
医
療
機
関

自
分
の
体
、
知
る
チ
ャ
ン
ス
！

で
健
診
を
受
け
る

④�

結
果
…
後
日
受
診
を
し
た
医
療

機
関
か
ら
結
果
を
聞
く

■
相
談
窓
口

▼�

県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「
は
ぐ
て
ら
す
」（
東
部
＝
℡

０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

２
２
７
１
、

西
部
＝
℡
０
８
５
９ｰ

３
５ｰ

５
２
０
９
）

▼�

県
助
産
師
に
よ
る
相
談
窓
口

「
と
り
と
も
っ
と
」（
℡
０
９
０

ｰ

７
５
４
３ｰ

８
２
０
６
）

　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
相
談
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
子
育
て
支
援
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
２
）

　
町
で
は
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
健
診
費
用
を
助
成

し
ま
す
。自
分
の
体
の
こ
と
を
知
り
、普
段
の
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■�対象者
　町内に本社または主たる事業所があり、従
業員が 100 人以下で、雇用保険法の適用事業
を行う事業者
■内容と交付金額
▼計画の策定および届け出＝２万円
▼�計画に記載した取り組みの実践
　＝１項目当たり２万円
▼県男女共同参画推進企業認定＝５万円
▼くるみん認定＝５万円

男女共同参画環境づくり奨励事業補助金
　町では、次世代育成支援対策推進法に基づく労働者の仕事と子育ての両立を図るための計画の策
定など、町内の事業者の皆さんが行う男女共同参画推進の取り組みに対し、補助金を交付しています。

職場の取り組みに補助金を交付

※くるみん認定は、一般事業主行動計画に
定めた目標を達成するなどの一定の要件を満
たした企業が「子育てサポート企業」として
厚生労働大臣から認定を受けるものです。認
定を受けると、次世代認定マーク（愛称：く
るみん）を商品や求人広告につけPRしたり、
こども家庭庁が実施するくるみん助成金などの
各種制度を活用することができます。
■問い合わせ
　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）
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住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
診
断
お
よ
び

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る

住
宅

▼�

木
造
一
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

▼
違
反
建
築
物
で
な
い
も
の

▼�

耐
震
設
計
、
耐
震
改
修
、
建
て

替
え
、除
却
、耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
の
場
合
、
耐
震
診
断
に
よ

り
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
も
の

　
近
年
増
加
す
る
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
・
設
計
・
改
修
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業
補
助
金

設
計
・
改
修
を
支
援
し
ま
す

内容 補助対象経費と上限額 補助率

耐震診断
診断に要した費用とし、１戸当たり 17 万円
（設計図書がない場合 20 万４千円）

10/10

耐震設計 設計に要した費用とし、１戸当たり 32 万円 10/10
耐震改修 改修に要した費用とし、１戸当たり 175 万円 10/10
建て替え 建て替えに要した費用とし、１戸当たり 175 万円 4/5
除却 除却に要した費用とし、１戸当たり 425 万４千円 23%
耐震シェルター
設置

１戸当たり 100 万円
（ただし高齢者などが居住する住宅に限る） 10/10

耐震ベッド
設置

１戸当たり 62万５千円
（ただし高齢者などが居住する住宅に限る） 10/10

屋根瓦耐震改修 １戸当たり 90万円 1/3

屋根瓦耐風改修
１戸当たり３万円／㎡に屋根面積を乗じた額
または 300 万円のいずれか低い額

23%
【問い合わせ】
役場建設水道課
（℡ 35 ｰ 5312）

■補助の内容（６月～令和９年３月末）
　木造一戸建て住宅に関する補助のみ掲載しています。そ
のほかの建築物については補助要件および内容が異なる場
合がありますので、詳しくは建設水道課にご相談ください。

地震に強い住まいづくりのために
　町では、木造一戸建て住宅の無料耐震診断を実施します。地
震から大切な生命と財産を守るため、耐震性を確認しましょう。

木造住宅無料耐震診断

　対象となる木造一戸建て住宅に診断技術者を
派遣し、無料で耐震診断を行います。
　診断を希望される人は、10 月 30 日（金）ま
でに役場建設水道課にご連絡ください。対象外
の住宅についても診断経費の補助制度がありま
すので、ご相談ください。

■対象住宅　次の全ての要件に該当する住宅
▼平成 12 年５月 31 日以前に建築されたもの
▼延べ床面積が 200 ㎡以下のもの
▼階数２階以下の木造１戸建て住宅
▼�現在居住している、または居住する予定であ
るもの

■問い合わせ　役場建設水道課（℡ 35-5312）

地震に強い住まいづくりのために
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　住む人がいなくなった住家や倉庫などの空き家は周辺の建物や道路に悪影響を与え、
所有者や管理者の不利益につながることがあります。空き家を適正に管理することに
より、自身の財産を守るだけでなく、さまざまなトラブルを未然に防ぐこともできます。
　老朽化した空き家の中には、すぐにでも解体を行う必要がある場合があります。町
ではそれらの空き家に対して、一定の条件を満たすことにより、補助金を交付します。

空き家の所有者・管理者の皆さんへ

老朽危険空き家等除却支援事業
■対象家屋　町の指定する「特定空家等」
■事業期間　６月～令和９年３月末
■補助金額　解体費用の５分の４（上限 200 万円）
老朽危険空き家等早期除却支援事業
■�対象家屋　町内に存する空き家で右の①～③の全
ての要件に該当するもの

①「特定空家等」に該当しないもの
②昭和 56 年５月 31 日以前に建築されたもの
③�おおむね年間を通じて建築物などの使用実績がな
いもの
■事業期間　６月～令和９年３月末
■補助金額　解体費用の５分の４（上限 30 万円）
■問い合わせ　役場建設水道課（℡ 35-5312）

危険な空き家の解体を支援します

医療分
（加入者全員）

後期分
（加入者全員）

介護分
（40歳から64歳）

子ども分
（加入者全員）

所得割額 7.4% 2.0% 2.0% 0.28%
資産割額 24.0% 9.0% 8.0% 0.87%
平等割額 22,000 円 6,000 円 6,000 円 900 円
均等割額 24,000 円 7,000 円 7,500 円 1,000 円

18 歳以上均等割額※ - - - 100 円
据え置き 据え置き 据え置き 新設

国
民
健
康
保
険
税
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　

国
は
、
少
子
化
対
策
を
目
的
と

し
て
定
め
た
、
こ
ど
も
未
来
戦
略

「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

全
て
の
世
代
や
企
業
か
ら
支
援
金

を
出
し
合
い
、
子
育
て
施
策
を
拡

充
す
る
た
め
の
財
源
の
一
部
と
す

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

支
援
金
は
、児
童
手
当
の
拡
充
、

妊
婦
の
支
援
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

本
制
度
は
令
和
８
年
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
を
含

む
、
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
各
医
療

　
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
従
来
の
医
療
分
、
後
期
分
、
介

護
分
の
三
つ
の
区
分
に
加
え
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
分
（
子
ど
も
分
）」
の
区
分
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
法
改
正
に
基
づ
き
「
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
」

お
よ
び「
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
の
見
直
し
」も
行
い
ま
す
。

　「
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
６

月
に
送
付
す
る
納
入
通
知
書
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
の
保
険
料
（
税
）
と
合
わ
せ

て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ　
▼
保
険
税
に
関

す
る
こ
と
＝
役
場
町
民
生
活
課

（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）
▼
資

格
に
関
す
る
こ
と
＝
役
場
健
康

推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
に
関
す
る
こ
と
＝
こ
ど
も
家

庭
庁
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
１
２
０ｰ

３
０
３ｰ

２
７
２
、

平
日
９
時
～
18
時
）

医療分 後期分 介護分 子ども分
課税限度額（令和８年度） 670,000 円 260,000 円 170,000 円 30,000 円
課税限度額（令和７年度） 660,000 円 260,000 円 170,000 円 -

●国民健康保険税の税率

●国民健康保険税課税限度額

※子育て世帯を支援する
という制度の趣旨から、
18 歳になる年の年度末ま
での均等割額が全額軽減
され、その軽減相当分を
18 歳以上被保険者が按

あん

分
して負担するものです。
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中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

公

中
央
公
民
館
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
や
め
句
会

こ
の
丘
の
流
転
を
知
ら
ず
囀さ

え
ずれ
る　
　
　
　
　
　
　
　

椋　

誠
一
朗

一
片
の
落
花
を
追
う
て
空
仰
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

椋　
　

則
子

花
野
め
く
村
の
小
径
や
散
歩
径　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
前　

惇
子

一
景
を
飛
び
出
し
湖
へ
散
る
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
安　

節
子

健
や
か
に
育
て
と
祈
る
初
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

ど
こ
ま
で
も
真
面
目
な
人
よ
四
月
馬
鹿　
　
　
　
　
　

立
木　

文
子

淡
淡
と
山
裾
染
め
る
梨
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓
山　

淳
子

湖
に
沿
ふ
丘
の
起
伏
や
芝
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
常
ま
ゆ
み

う
ぐ
ひ
す
の
声
に
は
づ
み
し
旧
校
舎　
　
　
　
　
　
　

福
羅
加
代
子

舟
音
に
動
き
出
す
湖
朝
霞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
村　

憲
男

春
光
に
樹
々
の
色
め
き
湖
ま
ぶ
し　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

恒
代

花
吹
雪
浴
び
て
廃
校
後
に
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

和
子

白
き
蝶
白
に
紛
れ
て
ゐ
る
野
原　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
田
鶴
子

※
町
内
で
活
動
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
団
体
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
団
体
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
分
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【中央公民館泊分館】
●写友会うしお写真展「私の視点」
　６月９日（火）～ 30 日（火）

【中央公民館】
●トールペイントグループ Haru 作品展
　６月 17 日（水）～７月８日（水）

ロ
ビ
ー
展

日�����時　７月７日（火）
　９時 30 分～ 10 時 30 分
　（集合＝９時 30 分、開始＝ 10 時）
場�所　不動滝（漆原）※現地集合。駐車
場は15台程度で、滝に隣接しています。

内�容　不動滝の滝開き行事に参加し、地
域の安全を祈願します。

注�意事項　伝統行事ですので清潔感のあ
る服装での参加をお願いします。希望
される人は滝行体験も可能です。詳細
は、申し込み時に説明します。

参加費　無料
持�ち物　飲み物、日よけ具（滝行体験の
人は水着、タオルなど）

定員　10 人（先着順）
申込期限　７月２日（木）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

日時　６月 15 日（月）９時～ 11 時
場�所　中央公民館泊分館会議室
講師　前田澄人さん（県健康マージャン連盟）
参加費　無料
持�ち物　飲み物
定員　８人
申込期限　６月８日（月）
申し込み・問い合わせ　中央公民館泊分館

地域の祈り！　不動滝「滝開き」
～受け継がれる伝統行事～～受け継がれる伝統行事～

健康マージャン教室

日時　７月 10 日（金）
　13 時 30 分～ 16 時 30 分
場�所　中央公民館羽合分館会議室Ａ
講師　紙原四郎さん
　（ドゥ・デザイン代表取締役）
参加費　610 円
持�ち物　デザインナイフ、筆記用具、老眼鏡・
拡大鏡（必要な人）

定員　10 人
申込期限　７月３日（金）
申し込み・問い合わせ　中央公民館羽合分館

切り絵教室
～夏の風物詩～～夏の風物詩～

～健康マージャンは、頭脳スポーツ！～～健康マージャンは、頭脳スポーツ！～

不動滝
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 ～ 18 時
休�館日／１日、８日、15 日、22 日、
26 日、29 日

おはなし会
1６月 21 日（日）
■場所　町立図書館
■�内容　図書館ボランティア
による英語のおはなし会
です。
2６月 27 日（土）
■場所　しおさいプラザとまり
■�内容　図書館職員によるお
はなし会とえほんワーク
ショップです。
3６月 28 日（日）
■場所　羽合図書室
■�内容　図書館職員によるお
はなし会です。
※開催時間は全て、10 時 30
分から 11 時までです。

６月の特集コーナー
【町立図書館】
「お家時間」特集…しとしとしと…。雨とカエルの鳴き声が心地よ
い季節になりました。そんな音を聴きながら、いつものお家時間
をより深く味わえる本を集めてみました！

【羽合図書室】
「和菓子」特集…６月 16 日は全国和菓子協会が制定した和菓子の日
です。和菓子が登場するお話や作り方の本を集めてみました。日本
の伝統文化を感じながら和菓子を味わってみませんか。

【しおさいプラザとまり】
「家族」特集…５月のこどもの日、母の日に続いて、６月は父の日
がありますね。家族のことを思い、考える、「家族」をテーマに本
を集めました。

新着図書情報　５月までに入荷した本の一部をご紹介します。
『退職クロスロード』／安藤祐介
『交渉人・遠野麻衣子ハイジャック』／五十嵐貴久
『外の世界の話を聞かせて』／江國香織
『陰謀論百物語』／萩原浩
『星月夜（藩邸差配役日日控２）』／砂原浩太朗
『青春といく』／永井紗耶子
『レテの汀』／雛倉さりえ
『チップス　上、下』／真山仁
『わたしの幸せな結婚 10』／顎木あくみ
『本を読めなくなった人たち』／ 稲田豊史
『ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』の基本』／古田徹也
『センスのレッスン』／千原徹也
『戦国武将は戦がないとき、何をしていたのか』／河合敦

図書館
だより

　今春、町を代表する戦国時代の山城である羽衣石城
跡と、その付城である十

じ ゅ う ま ん じ じ ょ う あ と

万寺城跡と番
ば ん じ ろ じ ょ う あ と

城城跡が国の史
跡に指定されました。これを記念して、令和２年度か
ら実施した学術調査の成果をお伝えする講演会を開
催します。
　尼子・大内・毛利・織田などの大勢力がせめぎ合う
渦中で、東

ひ が し ほ う き

伯耆最大の国人勢力としての地位を確立
し、数多の攻防を生き抜いた羽衣石城主南条氏とその
家臣たち。本調査により明らかになった新事実も交え
て、戦国時代における東伯耆の実像に迫ります。

■日時　６月 27 日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所　中央公民館大講堂
■内容　「文献資料からみた羽衣石城・十万寺城を
めぐる戦い（仮題）」

■講師　岡村吉彦さん
　（羽衣石城跡及び付城群学術調査委員会副委員長）
※参加費は無料で、申し込みは不要です。
■問い合わせ
　町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡ 35-5367）

羽
う え し

衣石城
じょう

跡
あ と

国史跡指定記念講演会を開催

羽衣石城跡

十万寺城跡
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環
境
の
変
化
に
戸
惑
う
息
子
の
自
立
、

そ
し
て
２
人
を
取
り
巻
く
周
囲
の
理
解

と
葛
藤
を
描
い
て
い
ま
す
。

町
人
権
教
育
推
進
大
会

日
時　
11
月
８
日
（
日
）
13
時
～
15
時

講
演　
「
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
」

講
師　
山
口
達
也
さ
ん

　
自
身
の
飲
酒
運
転
事
故
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
体
験
を
通
じ
、
依
存
症
の
恐

ろ
し
さ
と
そ
こ
か
ら
立
ち
直
る
ご
自
身

の
姿
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ゆ
り
は
ま
人
権
セ
ミ
ナ
ー

【
第
１
回
】

日
時　
７
月
17
日
（
金
）
19
時
～

講
演　

　
「
な
ぜ
そ
こ
に
部
落
が
あ
る
の
か
」

講
師　
西
村
敦
郎
さ
ん

　
（
赤
碕
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
長
）

【�

第
２
回
】

日
時　
９
月
18
日
（
金
）
19
時
～

講�

演　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
に
つ
い
て
」

講
師　
県
警
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
職
員

【
第
３
回
】

日
時　
10
月
16
日
（
金
）
19
時
〜

講
演　
「
高
齢
者
の
人
権
」

講
師　
金
涌
文
男
さ
ん

　
（
湯
梨
浜
は
ご
ろ
も
苑
長
）

　

町
で
は
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

教
育
推
進
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
人
権
教
育
推
進
事
業

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
ハ
ワ

イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
で
す
。

町
民
の
つ
ど
い

日
時　
６
月
28
日
（
日
）

　
10
時
～
11
時
30
分

内
容　
映
画
上
映
『
梅
切
ら
ぬ
バ
カ
』

　

老
い
た
母
（
加
賀
ま
り
こ
）
と
自

閉
症
の
息
子
（
塚
地
武
雅
）
の
日
常

を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。
息

子
の
将
来
を
案
じ
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
に
奔
走
す
る
母
の
姿
や

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡ 35-5369）

～思いやり　とどけてつなぐ　笑顔の輪～
人権教育シリーズvol.168

共に生きる―

　

今
か
ら
６
６
０
年
前
の
南
北
朝
時
代

に
南
条
氏
が
築
い
た
と
伝
わ
る
羽
衣
石

城
は
、
戦
国
大
名
た
ち
の
攻
防
の
は
ざ

ま
で
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。

室
町
時
代
、
南
条
氏
は
伯ほ
う
き耆
守し
ゅ
ご護
・
山

名
氏
の
守
護
代
と
し
て
、
羽
衣
石
城
を

拠
点
に
東ひ

が
し
ほ
う
き

伯
耆
を
管
轄
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
国
時
代
の
到
来
と
と
も
に

出
雲
の
覇
者
と
な
っ
た
尼
子
氏
が
、
１

５
３
０
年
代
に
東
伯
耆
ま
で
勢
力
を
伸

ば
し
ま
す
。
南
条
氏
ら
国こ
く
じ
ん人
領
主
は
協

力
し
て
抵
抗
し
ま
す
が
、
最
終
的
に
尼

子
氏
の
傘
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
安
芸
で
は
大
内
氏
配
下
の
毛

利
氏
が
着
々
と
力
を
つ
け
て
お
り
、
南
条

氏
は
尼
子
氏
に
従
い
毛
利
氏
を
攻
め
て
敗

れ
る
と
、
大
内
氏
の
傘
下
に
降
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
内
氏
に
従
い
出
雲
の
尼
子
攻

め
に
参
加
し
て
大
敗
し
羽
衣
石
城
を
追
わ

れ
、
20
年
間
因い

な
ば幡

・
美み

ま
さ
か作

・
播は

り
ま磨

を
流
浪

す
る
憂
き
目
に
遭
い
ま
し
た
。
１
５
６

２
（
永
禄
５
）
年
に
毛
利
氏
の
支
援
で
羽

衣
石
城
へ
の
復
帰
が
叶
う
と
、
南
条
氏
は

次
々
と
戦
功
を
立
て
、
東
伯
耆
最
大
の
国

人
勢
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
５
７
７
（
天
正
５
）
年
頃
、
織
田

信
長
か
ら
中
国
地
方
の
毛
利
攻
め
を
命

じ
ら
れ
た
羽
柴
秀
吉
は
、
南
条
氏
ら
国

人
領
主
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
た
め
の

調
略
を
開
始
。
こ
れ
を
受
け
て
南
条
氏

は
毛
利
氏
か
ら
離
反
し
、
織
田
方
に
付

く
決
断
を
下
し
ま
し
た
。
天
正
８
年
か

ら
の
秀
吉
に
よ
る
鳥
取
城
攻
め
で
は
、

南
条
氏
は
毛
利
方
の
援
軍
を
足
止
め
す

る
な
ど
奮
闘
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
織

田
方
に
協
力
し
た
こ
と
で
毛
利
方
の
激

し
い
攻
撃
を
受
け
、
羽
衣
石
城
は
落
城

の
危
機
に
瀕ひ
ん
し
ま
す
。
鳥
取
城
を
攻
略

し
た
秀
吉
は
こ
れ
を
知
っ
て
東
伯
耆
に

進
軍
し
、
羽
衣
石
城
に
兵
糧
や
武
器
を

補
給
し
助
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉

が
姫
路
へ
去
っ
た
後
、
羽
衣
石
城
内
で

毛
利
方
に
通
じ
た
者
た
ち
の
謀
反
が
起

こ
り
、
南
条
氏
は
ま
た
も
や
城
を
追
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
秀
吉
と
毛
利
氏

の
和
睦
に
よ
り
東
伯
耆
に
返
り
咲
い
た

南
条
氏
と
羽
衣
石
城
は
、
関
ヶ
原
の
戦

い
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
、
子
孫
た
ち
が
全
国
に
先

駆
け
て
羽
衣
石
城
跡
に
建
立
し
、
平
成

２
年
に
旧
東
郷
町
が
改
築
し
た
模
擬
天

守
か
ら
、
こ
の
城
と
共
に
戦
国
の
荒
波

を
生
き
抜
い
た
南
条
氏
代
々
の
歴
史
が

偲し
の

ば
れ
ま
す
。

　
　
　
　

町
教
育
委
員
会　

中
野
秋
鹿

　

羽
衣
石
城
跡
の
国
史
跡
指
定
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

激
動
の
羽う

え

し
衣
石
城
と
南
条
氏

湯
梨
浜
今
昔
物
語
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ニューヨーク出身の国際交流員
ユエ・ジュのトークコーナー

Strange FamiliaritiesVol. ４

ユエと
　言えば…

研究会議での発表風景

　性別にかかわりなく誰もが職場、学校、地域、家庭でそれぞれの
個性と能力を発揮できる社会を実現するためには、町民の皆さん一
人一人の取り組みが必要です。
　この機会に、さまざまな場面で、相手に対する理解を深めましょう。
■問い合わせ　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）

あなたらしさが、社会のチカラ
６月 23 日から 29 日までは男女共同参画週間

専門的な知識の話をとても興味深く聞くことが
できました。
　今回は着任してから初めての海外出張であ
り、通訳として働くことも初めてでした。こう
いった「初めて」が重なった仕事だったので、
さすがに緊張しましたが、この緊張に負けるこ
となく、町長の発表をきちんと英語で伝えると
いう役割を果たすことができました。この先、
グラウンド・ゴルフがアメリカ大陸でも広がっ
ていく未来を楽しみにしています。
　ニューヨーク市出身の私は、町長を各所へ案
内できたほか、一晩の夕食だけでしたが、クイー
ンズ区にいる家族とも会うことができました。
　また家族の話ですが、５月のゴールデンウ
イークには静岡県に行き、大学時代に留学した
際のホストファミリーと２年ぶりに再会し、３
日間のキャンプに行ってきました。私が日本で
働くことを決めたきっかけといってもよいくら
いの人々と、とても充実した数日間を過ごすこ
とができました。
　皆さんも、ご家族と良い時間をお過ごしくだ
さい！

　４月、町発祥のグラウンド・ゴルフを普及
するため、故郷のニューヨーク市に出張しま
した。そこでは、コーネル大学のスポーツ研
究会議（Cornell Sports Research Conference）
で宮脇正道町長が発表する際の通訳を担当し
ました。
　この会議は、コーネル大学が毎年開催するス
ポーツに関する研究発表の場で、参加者はス
ポーツ関連事業の経営者や研究者がほとんどで
した。交流会やレセプションに参加した中で特
に印象に残ったのは、各分野の経営者や研究者
による、グラウンド・ゴルフに対するさまざま
な角度からの考え方でした。例えば、狭い土地
でもプレーできるグラウンド・ゴルフの特徴は、
不動産業に携わっている人から注目されていま
した。土地資源の開発が世界の中でも進んでい
るニューヨーク市にとって、必要面積が少なく、
リラックスすることもできるスポーツへの投資
は、得られる価値が実に高いとのことです。ま
た、これまでスポーツに全く興味がなかった私
にも、ドローン・レースや AI の分析で試合結
果を予想することについての研究など、新鮮で
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食べて、試して、備えよう！
春の三八市で防災地域イベント

鳥取の梨に触れてみたい
鳥取大学学生による梨栽培体験

心技体を磨く一年へ
町スポーツ少年団結団式

　令和８年度町スポーツ少年団結団式が４月
11 日に北溟体育館で行われました。
　式には、21 団体約 350 人の団員が参加。初
めに町スポーツ少年団本部長の山田直樹教育
長と、来賓を代表し濵家功泊小学校長から応
援の言葉が送られました。
　その後、各団の代表者がそれぞれ「全国大
会に出場します」「楽しく強いチームを目指し
ます」など意気込みを発表。会場は激励の拍
手に包まれ、子どもたちは今後１年間の活動
に向け決意を新たにしました。

　５月９日から 10 日にかけて、鳥取大学の学
生による梨の小袋掛け体験が行われました。
　この栽培体験は、新規就農を見据えた関係
人口の増加につなげようと、令和３年度から
JA 鳥取中央農協東郷果実部や町などが実施し
ているもので、今年は農学部の学生９人が参
加しました。
　大学生を受け入れた山田均部長（野花）は
「忙しい時期に来てくれてうれしいです。さら
に梨に興味を持って、就農につなげてほしい
です」と期待を込めました。
　また、２年生の加藤久寛さんは「農作業の
大変さと面白さの両方の面を知ることができ
ました」と良質な梨作りに欠かせない作業を
丁寧に行っていました。

決意表明をする代表者たち

　春の三八市「防災特集だよ !　鬼嫁春の市」が
４月 26 日に松崎三八市通りで開催されました。
　今回はおなじみのフードマルシェに加えて、
10 月に倉吉市で開催される「ぼうさいこくた
い 2026 in 鳥取（防災推進国民大会）」にちな
んで防災をテーマとし、消火栓の開栓や防災
グッズ作り体験、防災食の展示・販売などが
行われました。
　新聞紙を使ったスリッパ作りに挑戦した子ど
もたちは「難しかったけど、上手に作ることが
できてよかったです」と体験を振り返りました。

小さな梨の実に丁寧に小袋をかける学生

使い方を教わり力いっぱいレバーを握る子ども

14広報ゆりはま



子どもたちの健やかな成長を願う
こいのぼり運動会

　町交通安全協会が町内の１年生・４年生の
児童 263 人に反射たすきを贈呈し、４月 14
日に羽合小学校で贈呈式が行われました。
　湯梨浜支部の小林優貴秀支部長は「反射た
すきは皆さんを守る命のたすきです。自分が
いることを目立たせることができるので、た
すきを付けて、必ず車の状況を見ながら道路
を渡ってください」と呼びかけました。

自分の命は自分で守る
反射たすき贈呈式

身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

住民の交通安全を守るために
町交通安全指導員委嘱式

　東郷湖羽合臨海公園あやめ池公園内にある
メダカ遊園池において「春のメダカボランティ
ア」が４月 18 日に行われました。
　当日は、東郷池メダカの会の会員や湯梨浜
中学校科学部の生徒ら 29 人が参加。里山の草
刈りやメダカ遊園池で育成中のヨシを東郷池
へ定植するヨシ再生プロジェクト、池の水質
浄化に好影響を与えるセキショウモの種や育
て方の説明などが行われました。
　東郷池メダカの会の中前雄一郎会長は「東
郷池をきれいに保全して、町の子どもたちに
魚が住みやすい場所だと気付いてもらえたら
うれしいです」と話しました。

生き物の生育場所を守る
春のメダカボランティア

　４月 28 日、まつざきこども園でこいのぼり
運動会が開催されました。
　この運動会は、園児たちが元気に大きく育
つようにと、５月５日のこどもの日にちなん
で行われているものです。
　当日は、晴天に恵まれ、大きなこいのぼり
が泳ぐ中、玉入れやリレーなどの競技に一生
懸命取り組みました。かけっこでは、ゴール
テープの代わりに張られたこいのぼりを目指
して全速力で走りました。
　また、園内には園児たちが手作りしたカラ
フルなこいのぼりたちが飾られ、初夏の訪れ
を告げていました。

　町交通安全指導員委嘱式が４月３日に役場
で行われました。このたび委嘱されたのは 25
人で、主に、子どもや歩行者、自転車利用者
に対して交通ルールの指導を行います。
　委嘱式後には講習会も行われ、倉吉警察署
交通課の西尾圭一郎警部補から、交通安全指
導員としての注意事項や自転車の基本的な
ルールなどについて説明を受けました。

大きなこいのぼりをくぐって笑顔でゴールする園児たち

小林優貴秀支部長からたすき受け取る児童

移植するヨシを慎重に掘り起こす参加者

委嘱状を受け取る交通安全指導員

15 広報ゆりはま



くらしの情報
information

い
ま
す
。
で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ

と
で
育
児
・
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
町
在
住
の

人
で
、
資
格
、
性
別
、
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
／
役
場
子
育

て
支
援
課
内

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
１
）

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
役
場
町
民

生
活
課
ま
た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
部
屋
の
見
学
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
日
の
９
時

か
ら
16
時
ま
で
可
能
で
す
の
で
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
応
募
に
当

た
っ
て
は
、
収
入
な
ど
に
よ
り
制
限

が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

▼�

１
次
募
集
＝
６
月
１
日
（
月
）
～

12
日
（
金
）
▼
２
次
募
集
＝
６
月

15
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

※
１
次
募
集
に
は
、
町
が
定
め
る
優

先
入
居
者
の
み
応
募
で
き
ま
す
。
２

次
募
集
に
は
、
入
居
資
格
の
あ
る
人

は
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
１
次
募
集
に
応
募
が
あ
る
場

合
、
２
次
募
集
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

団
地
名
　
レ
ー
ク
サ
イ
ド
長
江
団
地

　
（
長
江
３
１
０
番
地
１
）

募�

集
戸
数　

１
戸
２ｰ

５
号
（
２
Ｄ

Ｋ
、
木
造
平
屋
建
て
）、
１
戸
３ｰ

５
号
（
３
Ｄ
Ｋ
、
木
造
２
階
建
て
）

概
要　
令
和
４
年
築

家�

賃　
所
得
お
よ
び
世
帯
構
成
な
ど

に
よ
り
町
が
決
定
し
ま
す
。

駐�

車
場　

無
料
で
す
が
、
定
数
が
２

Ｄ
Ｋ
＝
１
台
、
３
Ｄ
Ｋ
＝
２
台
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５
‐
５
３
１
８
）

　
不
要
と
な
っ
た
農
具
や
資
材
を
新

規
就
農
者
な
ど
に
譲
渡
し
ま
す
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
、
当
事
者

間
で
の
直
接
取
引
が
可
能
で
す
。　

　
不
要
品
が
あ
る
人
は
、
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
L
I
N
E
お
友
達
登

録
を
し
て
不
要
品
情
報

を
入
力
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

問�

い
合
わ
せ　
中
部
総
合
事
務
所
農

林
局
倉
吉
農
業
改
良
普
及
所
（
℡

２
３ｰ

３
１
９
３
）、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中

央
農
産
部
（
℡
２
３ｰ

３
０
２
５
）

会
期　
６
月
10
日（
水
）～
24
日（
水
）

※
24
日
（
水
）
は
予
備
日

日�

程　

▼
10
日
（
水
）
＝
提
出
議
案

説
明
な
ど
▼
15
日（
月
）、16
日（
火
）

＝
一
般
質
問
▼
18
日
（
木
）、
19
日

（
金
）
＝
常
任
委
員
会
▼
23
日
（
火
）

＝
議
案
審
議
・
採
決
な
ど

スマホで読める

『広報ゆりはま』
右の二次元コードを読
み取り、アプリ「マチ
イロ」をダウンロード！

android 版

iOS 版

活�

動
内
容　
町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対�

象
者　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の

学
校
に
通
う
中
学
生
以
上
の
学
生

応�

募
方
法　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①�

下
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
お
友

達
登
録

②�

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
と
っ
と
り
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
で
登
録

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
急
な
用
事
や
通
院
、

こ
ど
も
園
や
学
校
行
事
な
ど
の
時

に
、
お
子
さ
ん
の
預
か
り
を
援
助
し

て
く
だ
さ
る
提
供
会
員
を
募
集
し
て

募

集

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ァ
ミ
サ
ポ
提
供
会
員

町
営
住
宅
入
居
者

場
所　
役
場
３
階
議
場

問
い
合
わ
せ　
町
議
会
事
務
局

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
１
）

　

町
立
小
・
中
学
校
、
こ
ど
も
園
・

保
育
園
、
湯
梨
浜
学
園
中
・
高
等
学

校
で
学
校
な
ど
の
一
斉
公
開
を
行
い

ま
す
。
多
数
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日�

時　
６
月
26
日
（
金
）
▼
町
立
小・

中
学
校
＝
９
時
～
４
限
終
了
ま
で

▼
こ
ど
も
園
な
ど
＝
９
時
30
分
～

正
午
ま
で
▼
湯
梨
浜
学
園
＝
９
時

～
４
限
終
了
ま
で

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課  （
℡
３
５ｰ

５
３
６
４
）

　
県
と
町
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
た
羽
合
都
市
計
画
区

域
内
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
性
や
必
要
性
を
検
討
し
な

が
ら
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
、
見
直
し
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
26
日
（
金
）
19
時
～

場
所

　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
集
会
室

問
い
合
わ
せ　
役
場
建
設
水
道
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
２
）

　
特
別
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て

「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
記
載
が
あ
る

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
有
効
期

限
は
、
６
月
30
日
（
火
）
で
す
。
７

月
以
降
も
制
度
の
対
象
と
な
る
人
に

は
、
６
月
中
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
役
場
健
康
推
進
課
ま
た
は

東
郷
・
泊
各
支
所
で
更
新
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
か
ら

非
対
象
に
な
る
人
に
は
、
そ
の
理
由

を
案
内
し
ま
す
。

手�

続
き
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
、
現
在
お
持
ち
の
受
給

資
格
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
証

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

　
70
歳
以
上
の
運
転
免
許
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
更
新
前
に
「
高
齢
者

講
習
通
知
書
」
が
届
き
、
高
齢
者
講

習
、
認
知
機
能
検
査
（
75
歳
以
上
の

人
）
お
よ
び
運
転
技
能
検
査
（
75
歳

以
上
の
人
で
一
定
の
交
通
違
反
が
あ

る
人
）
の
受
講
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
講
習
な
ど
は
、
有
効
期
限

が
満
了
す
る
６
カ
月
前
か
ら
県
内
の

全
て
の
自
動
車
学
校
で
受
講
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
が
、
予
約
制
で
す
。

　
有
効
期
限
間
近
に
な
っ
て
受
講
の

申
し
込
み
を
し
て
も
、
有
効
期
限
内

に
受
講
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
一
時

的
に
運
転
免
許
が
失
効
し
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
高
齢
者
講
習
通
知
書
」
が
届
い

た
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
県
内
の
自
動
車
学
校
に
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
倉
吉
警
察
署

　
（
℡
２
６ｰ

７
１
１
０
）

お
し
ら
せ

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新

学
校
な
ど
の
一
斉
公
開

都
市
計
画
道
路
見
直
し
に
関
す
る
説
明
会

町
議
会
６
月
定
例
会

不
要
と
な
っ
た
農
具
・
資
材

運
転
免
許
更
新
前
の
高
齢
者
講
習
な
ど
の
早
期
予
約
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行
、
６
分
間
歩
行

申
込
期
限　
６
月
４
日
（
木
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
、
フ
ァ
ク
ス

３
５ｰ

３
６
９
７
）

　
運
動
を
始
め
た
い
人
や
、
始
め
た

い
け
れ
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。

　
こ
の
教
室
を
き
っ
か
け
に
健
康
に

つ
い
て
考
え
、
身
体
を
動
か
す
楽
し

さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　
６
月
18
日
（
木
）

　
10
時
～
11
時
40
分

場
所　
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館

内�

容　
健
康
講
座
「
楽
し
く
燃
や

す
！　

か
ん
た
ん
有
酸
素
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」（
１
時
間
）
＋
げ
ん
き

館
体
験
（
40
分
程
度
）

※
げ
ん
き
館
体
験
で
は
、
ス
タ
ジ

オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
20
分
程
度
体

験
し
ま
す
。

持�

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
20
人

※
予
約
優
先
で
、
空
き
が
あ
れ
ば
当

日
参
加
も
可
能
で
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
梨
浜

み
ん
な
の
げ
ん
き
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

　
平
成
23
年
６
月
１
日
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
消
防
局
で
は
毎
年
６
月
１
日
を

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
日
」
と
し
、

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
で
の
設
置
状
況
を
確
認
し
、
定

期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【�

今
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
！
　
お
う
ち
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
】

▼
寝
室
に
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

▼�

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、
階
段

の
上
部
に
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

▼�

正
常
に
作
動
し
ま
す
か
？
（
ボ
タ

ン
を
押
す
、
ひ
も
を
引
く
な
ど
に

よ
り
作
動
点
検
が
で
き
ま
す
。）

▼�

製
造
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
消
防
局
予
防
課

　
（
℡
２
９ｰ

５
１
２
６
）

　
次
の
基
準
に
該
当
す
る
人
で
申
請

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
免
除
基
準

の
該
当
証
明
を
し
ま
す
の
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
全
額
免
除
基
準

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
い
る
世
帯

で
、
世
帯
構
成
員
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
の
場
合

▼
半
額
免
除
基
準

　
次
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
世
帯
主

で
受
信
契
約
者
の
場
合

▽�

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
▽
重
度
障
が

い
（
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
）

持�

ち
物　

印
鑑
、
各
種
対
象
の
障
害

者
手
帳

申�

し
込
み　

役
場
福
祉
課
、
東
郷
・

泊
各
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　
フ
ラ
ン
ス
巨
匠
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ

レ
ッ
ソ
ン
監
督
の
傑
作
選
と
し
て
５

作
品
を
上
映
し
ま
す
。
昨
年
上
映

し
た
『
白
夜
』
で
も
好
評
を
博
し

た
、
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
静
か
な

映
像
と
、
深
く
心
に
残
る
ま
な
ざ

し
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

上�

映
作
品　
『
ラ
ル
ジ
ャ
ン
』『
ス
リ
』

『
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
ど
こ
へ
行
く
』

『
少
女
ム
シ
ェ
ッ
ト
』『
白
夜
』

上�

映
日　

５
月
30
日
（
土
）、
31
日

（
日
）、
６
月
３
日
（
水
）、
６
日

（
土
）、
７
日
（
日
）、
８
（
月
）、

10
日(

水)

、13
日（
土
）、14
日（
日
）

場
所
　jig theater

　
（
さ
く
ら
工
芸
品
工
房
３
階
）

問�

い
合
わ
せ　
役
場
ま
ち
づ
く
り
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
）

日�

時　
６
月
６
日
（
土
）、20
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
１
時
間
程
度

場
所　
月
夜
繪
葉
書
店

　
（
さ
く
ら
工
芸
品
工
房
２
階
）

内�

容　

折
っ
て
貼
っ
て
、
か
わ
い
い

切
手
ブ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。
中
に

貼
る
切
手
も
い
ろ
い
ろ
選
べ
ま
す
。

参
加
費　
千
円

定
員　
４
人
ま
で
先
着
順

申
し
込
み　
当
日
受
け
付
け
13
時
～

問�

い
合
わ
せ　
役
場
ま
ち
づ
く
り
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
）

　

自
分
の
体
力
な
ど
の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
健
康
と
運
動
へ
の
関
心

を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
一
人
か
ら
、

ま
た
ご
家
族
や
友
人
同
士
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日�

時　

６
月
７
日
（
日
）
▼
受
け
付

け
＝
９
時
▼
開
会
＝
９
時
30
分

場�

所　
羽
合
小
学
校
体
育
館

対�

象　

町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
す
る
小
学
生
以
上
の
人

項�

目　

▼
小
学
生
～
64
歳
＝
握
力
、

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
立

ち
幅
跳
び
、
反
復
横
跳
び
、
20
㍍

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
▼
65
歳
以
上
＝
握

力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

開
眼
片
足
立
ち
、
10
㍍
障
害
物
歩

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
の
手
続
き

映

画

上

映

か
ら
だ
発
見
！　
チ
ャ
レ
ン
ジ
８

　
　
第
１
回
げ
ん
き
を
学
ぶ
健
康
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
力
測
定
会

６
月
１
日
は「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
日
」

５
月
31
日
は

町
県
民
税
第
一
期
（
全
期
前
納
）、
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
（
全
期
前
納
）、
介
護
保
険
料
【
普
通
徴
収
】
第
一
期
（
全
期
前
納
）
の
納
期
限
で
す
。
納

期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
指
定
期
限
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
付
書
が
使
用
で
き
る
期
限
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
・
金
融
機
関
・
役
場
・
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
支
払
い
が
可
能
で
す
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
生
活
課
賦
課
徴
収
係
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

６
月
30
日
は

ち
い
さ
な
切
手
ア
ル
バ
ム
づ
く
り

　警察官や検察官をかたり「マネーロンダリングの疑いがある」「逮捕状が出ている」などと
電話や SNS で不安をあおり、調査名目で現金や暗号資産をだまし取る事案が発生しています。
LINE のビデオ通話で偽の警察手帳を見せる、外部相談を禁じるなどの手口が特徴です。注意
するべきキーワードは、「逮捕する」「マネーロンダリング」「共犯者となっている」「LINE で
連絡して」「お金を振り込んで」「カードを預かる」などです。
　警察官は電話や SNS で「逮捕」の話はしません。怪しいと思ったら、#9110（警察相談専
用電話）にご相談いただくか、消費生活相談窓口にご相談ください。
問�い合わせ
　役場産業振興課（℡ 35-5383）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

偽警察詐欺にご注意ください！
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

催
し
も
の
➊

informationくらしの情報
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催
し
も
の
➋

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
図
面
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品
展
示

フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
デ
イ

農

家

相

談

会

そ
う
だ
ん

家

族

の

つ

ど

い

歯
と
口
の
健
康
週
間
フ
ェ
ア

　
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま

す
。
当
日
は
、
歯
磨
き
を
し
て
か
ら

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
フ
ッ
化
物
洗
口

体
験
後
と
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
後
30

分
間
は
飲
食
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
６
月
７
日
（
日
）

　
９
時
～
11
時
30
分

場�

所　
県
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛

生
セ
ン
タ
ー

内�

容　
▼
歯
と
口
に
つ
い
て
の
各
種

相
談
▼
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
▼

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
▼
フ
ッ
化
物

洗
口
体
験
▼
な
り
き
り
体
験
（
小

学
校
低
学
年
以
下
限
定
、
白
衣
・

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
記
念
撮

影
）
▼
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

問�

い
合
わ
せ　
県
中
部
歯
科
医
師
会

口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
２
２ｰ

５
４
７
２
）

展
示
期
間

　
７
月
14
日
（
火
）
～
26
日
（
日
）

※
21
日
（
火
）
は
休
館

場�

所　
エ
ー
ス
パ
ッ
ク
未
来
中
心
ア

ト
リ
ウ
ム

応�

募
対
象
者　
県
中
部
地
区
の
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
園
児
、

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒

問�

い
合
わ
せ　
県
中
部
歯
科
医
師
会

口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
２
２ｰ

５
４
７
２
）

　
町
農
業
委
員
な
ど
が
各
種
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　
６
月
18
日
（
木
）
９
時
〜
12
時

※
受
け
付
け
は
11
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
別
館
２
階
第
３
会
議
室

内�

容　

農
地
貸
借
、
農
地
転
用
、
農

業
者
年
金 

な
ど

問�
い
合
わ
せ　
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
９
）

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日
（
水
）

　
10
時
～
11
時
30
分

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対�

象
者
　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問�

い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
前
相
談
会
を

定
期
開
催
し
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
の
で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

広報ゆりはま掲載広告募集中

【問い合わせ】役場デジタル・みらい戦略課（℡ 35-5306）

１号広告＝縦５㎝×横18㎝　月額20,000円
２号広告＝１号の２分の１　　月額12,000円
３号広告＝１号の３分の１　　月額　7,000円
※掲載できる広告は、町内の産業発展と住民生
活の向上に資するものなどに限り、広告の版に
かかる責任および作成費用は広告主が負います。

湯梨浜夏まつり開催日決定！
■日にち・会場
綱引き大会　７.18 土（東郷湖畔公園）
水郷祭　７.19 日（東郷湖畔公園）
とまり夏まつり　７.25 土（泊地内・泊新港）
※詳細は、『広報ゆりはま７月号』でお知らせします。
■問い合わせ　湯梨浜夏まつり実行委員会事務局／
　役場まちづくり企画課内（℡ 35-5311）

写
真
：
「
海
鏡
に
咲
く
光
の
華
」

瀧
口
優
香　
撮
影

（
令
和
７
年
度
湯
梨
浜
夏
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
）

日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

　
10
時
～
11
時
30
分　

場�

所　

松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
ど
れ
み

内�

容　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
利
用
案
内
、

入
会
案
内
、
そ
の
他
相
談
対
応

※
会
員
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
／
役
場

子
育
て
支
援
課
内
（
℡
３
５ｰ

５
３
２
１
）

　
専
門
相
談
員
が
悪
質
商
法
や
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な

ど
の
悩
み
事
な
ど
、
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時　
▼
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▼
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
祝
日
の
翌
日
、
月
曜
日
は
電
話
相

談
の
み

場�
所　
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

問��
い
合
わ
せ
　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

　『広報ゆりはま５月号』
10 ページに掲載した「令
和７年度まちの財政状況」
の歳出の表中、誤って「収
入済額」「収入率」と表記
していましたが、正しくは
「支出済額」「支出率」でし
た。おわびして訂正します。

おわびと訂正
消

費

生

活

相

談

18広報ゆりはま



informationくらしの情報

人　口    　　　　  人　（ +25）
おとこ    　　　　  人　（ +12）
おんな    　　　　  人　（ +13）
世帯数    　　　　世帯（ +24）

交通事故
件　数　　    　　件  　（  3）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  0）
軽傷者　　    　　人  　（  4）

０
０
０
０

４月中まとめ（年間累計）

４月30日現在（前月比）人の動き

調 査 日

　３日
１５日
２２日
３０日

（前年４月：70～90cm）
透 明 度
　８０cm
　９０cm
　８０cm
　６０cm

東郷池透明度調査〔４月〕

もっと身近で
もっと豊かな

東郷池へ
【４月のごみ分別優秀集落】

家庭ごみ    　　　㌧  （-7.5）334.1

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ
の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

ごみの量 ４月（前年同月比）

長瀬東、下浅津、南谷、上橋津、泊２、泊４、
泊５、泊６、園、松崎ニ、松崎三、松崎五、旭、
宮内、方地、漆原、北福、福永、田畑ニ、高辻、
別所、麻畑、野花、羽衣石、長和田、三通田、
門田、佐美

～運動教室～
▢℡役場健康推進課 35-5375

ココカラ運動教室
▢時毎週火曜日（２日、23 日はお休み）
19 時 30 分～ 20 時 30 分 ▢場ゆアシス東
郷龍鳳閣 ▢￥ 500 円（９日は無料） ▢定先
着 15 人
歩き方・リズムウオーキング教室
▢時毎週水曜日 10時～ 11時 ▢場北溟体育
館 ▢￥ 500 円（３日は無料） ▢持上履き
温泉ウオーキング教室
▢時１日（月）～ 30 日（火）の月・火・
水曜日（23 日はお休み）月＝ 14 時～
14 時 45 分、火・水＝ 13 時 30 分～
14時 15分 ▢場ゆアシス東郷龍鳳閣 ▢￥入
館料（水着レンタル 300 円）

～あやめ池スポーツセンター教室～
▢℡ 32-2189

みんなのヨガ教室
▢時毎週月曜日10時～ 11時 ▢定 12人（子
ども同伴不可） ▢￥ 500 円 ▢持運動服、飲
料水
カイロプラクターによる
身体ほぐし体操教室
▢時 18日（木）13時 30 分～14 時 30 分
▢￥ 500 円 ▢持上履き、飲料水

～児童館イベント～
田畑児童館 J パラダイス
体験活動『大山乳業に見学にいこう！』
▢時 20 日（土）11 時 50 分～ 16 時 ▢場田
畑児童館集合 ▢定 15 人（申込期限 11日）
▢￥ 1,000 円程度（お買い物時間のお小
遣い） ▢持水筒、ハンカチ、帽子 ▢℡ 32-
0963
浜児童館わくわくタイム
夏にピッタリ！　～透明な飾りを作ろう～
▢時 20 日（土）14 時～ 15 時 30 分
▢場浜児童館 ▢定 15 人（申込期限 18 日）
▢℡ 35-4217

陶芸体験教室
▢時 13 日（土）９時 30 分～ 11 時 30
分 ▢場ふるさと陶芸館 ▢定 12 人（申込期
限 11 日） ▢￥ 700 円 ▢持エプロンなど
▢℡町教育委員会生涯学習・人権推進課
35-5367

～こども園オープンデー～
たじりこども園
▢時４日（木）９時 45 分～ 10 時 30 分
『感触遊びをしよう』 ▢持水筒、ぬれても
よい服装、タオル
ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園
▢時６日（土）10 時～ 10 時 45 分 『離乳
食・幼児食相談会（栄養士の話）』 ▢対０、
１歳児保護者▶▢時 19 日（金）10 時 10
分～ 10 時 40 分 『てづくりおもちゃで
あそぼう』 ▢対０、１歳児 ▢℡ 32-2320（園
見学・子育て相談も受け付け中）
とうごうこども園
▢時 10 日（水）９時 45 分～ 10 時 30 分
『小麦粉粘土で遊ぼう』

はわいこども園
▢時 12 日（金）９時 50 分～ 10 時 30 分
『園庭で遊ぼう』 ▢持水筒、帽子

あさひこども園
▢時 16 日（火）９時 30 分～ 10 時 30 分
『小麦粉粘土で遊ぼう』

ながせこども園
▢時 17 日（水）10 時～ 10 時 30 分
『園庭で遊びましょう』 ▢持水筒、着替え

まつざきこども園
▢時 17 日（水）10 時～ 10 時 30 分
『好きな遊びをしましょう』 ▢持水筒、外
遊びができる準備

～そうだん～
マイナンバーカード休日窓口　※要予約
▢時 14 日（日）９時～ 12 時 ▢場役場町
民生活課 ▢℡役場町民生活課 35-5319

♪暮らしのお知らせ広場
詳細は町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。
▢時：開催日時  ▢場：場所  ▢対：対象  ▢定：定員  ▢￥：料金
▢持：持参品  ▢℡：問い合わせ・申込先

16,008
7,667
8,341
6,590

特設人権・行政相談所
▢時９日（火）13 時～ 15 時 ▢場中央公民
館羽合分館▶▢時 11 日（木）13 時～ 15
時 ▢場中央公民館▶▢時 16 日（火）13 時
～ 15 時 ▢場役場泊支所 ▢℡役場東郷支所
32-1111
ふれあい総合相談所　※要予約
【土地財産】▢時３日（水）13 時～ 15 時
【法律】▢時 10 日（水）13 時 30 分～ 15
時 30 分 ▢場いずれも中央公民館羽合分
館 ▢℡町社会福祉協議会総務福祉課 34-
6002、暮らしサポートセンターゆりは
ま 35-2351
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま
HAPPY

BIRTHDAY!!

月生まれ
５･６

2026年
６

月
　

vol.261

R6.5.24 生まれ（上浅津北部）
（竜也さん・美沙希さん）

山本　望
み ひ ろ

紘ちゃん
お歌とお話が大好きなみひろちゃん♪

２歳もいっぱい笑って過ごそうね

　
「
鬼
嫁
春
の
市
」

の
取
材
に
行
っ
た
際

に
、
初
め
て
水
消
火

器
を
体
験
し
ま
し

た
。
さ
ほ
ど
力
も
い

ら
ず
、「
ピ
ン
」「
ポ

ン
」「
パ
ン
」
の
３

ス
テ
ッ
プ
で
水
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
際
の
火
事
の

現
場
で
、
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
１
回
で
も

触
れ
て
お
く
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

我
が
家
の
対
策
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。

し
お
り

R5.6.9 生まれ（田後南部）
（洸貴さん・遥香さん）

中川　綺
あ や と

斗ちゃん
３歳おめでとう！お喋りが上手で優しく
て、元気いっぱいのあやくんが大好きだよ

　６月は「食育月間」です。この機会に身近な野菜
を使って体に優しいおやつを作ってみませんか？
　おやつにはもちろん、朝食にもおすすめです。

ニンジンの蒸しパン
■������材料（６個分）
★小麦粉…100g、★ベー
キングパウダー…小さじ１
と 1/2、★塩…ひとつまみ、
★砂糖…大さじ２、ニンジ
ン…100g（1/2 本）、牛乳…80ml、油…大さじ１
■ �1 個分  エネルギー 103kcal、たんぱく質 1.8g、食
塩相当量 0.2g
■�作り方
①�蒸し器に水を入れて火にかける。
②ニンジンをすりおろす。
③�小麦粉、ベーキングパウダー、塩、砂糖をボウル
に入れて、泡だて器でよく混ぜておく。
④�③に、②と牛乳を加え、泡だて器で軽く混ぜ合わせ、
油を入れて、さらに１分程度よく混ぜる。
⑤�シリコンカップ（アルミカップでも可）に④の生
地を流し入れ、すぐに湯気が立った蒸し器に入れ
て、強火で 10 分程度蒸す。
※蒸し器がない場合は、シリコンカップをフライパ
ンに並べて、１cm程度湯を張ってふたをして蒸すこ
ともできます。
※小麦粉を米粉に、牛乳を豆乳に代えることができ
ます。
※★を混ぜたものはホットケーキミックス 110g ＋
砂糖小さじ２に置き換えることができます。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

R7.5.19 生まれ（久留東）
（悟さん・佐智さん）

森口　万
ま よ

世ちゃん
１歳のお誕生日おめでとう 産まれてき

てくれてありがとう 皆の宝物だよ

R5.6.20 生まれ（長瀬中部）
（健さん・悠加さん）

宮﨑　渉
わ た ね

寧ちゃん
３歳おめでとう！英語のクリスマスの歌を歌うのが好きな
わたねちゃん。これからも笑顔でたくさん遊んで過ごそうね。

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電話番号・
35 字 程 度 の コ メ ン ト を 添 え て、 メ ー ル（koho@
yurihama.jp）にて役場デジタル・みらい戦略課にお
申し込みください。
※申し込み後５日以内に担当者からの受領報告がな
い場合は、役場デジタル・みらい戦略課へご確認く
ださい。
【７月生まれの締め切り】６月５日金（先着順）

満４歳までのお子さんの写真を募集

簡単＆ヘルシークッキング

広
報
ゆ
り
は
ま
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